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4
収益向上を実現する事業戦略
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質的向上
ニーズ

1. 食品産業グループの概要

持続可能な食料資源の生産や安定供給体制の構築、おいしさと健康に資する食の提供に、
グローバルベースで取り組む。そして、食のサプライチェーン全体におけるさまざまな社会課題の解決を図り、
人々の豊かな暮らしと当社事業価値の最大化を同時に実現する

水産本部

食料本部

フード＆ウエルネス事業本部 新規注力

既存コア

既存コア

フード＆ウエルネス事業とは

• 食におけるおいしさや健康といった
質的向上のニーズ取り込みに資する領域を
“フード＆ウエルネス事業”と定義

• グループ既存コア事業群（川上・川中領域）の強みを
基盤に、総合力を発揮して素材・製品開発、商品
設計、販売等の川下事業を拡充していく方針

農畜産本部

海外市場部（消費財） 新規注力

※資産・事業リサイクル関連損益+205億円含む

※資産・事業リサイクル関連損益+30億円含む

食品素材・配合品、健康素材・製品、化粧品素材、
コーヒー、ココア、ゴマ、ナッツ類、油脂など

トウモロコシ、小麦、大麦、大豆、菜種、飼料原料、
小麦粉、砂糖、でんぷん・糖化品など

水産原料（マグロ・サーモン・エビなど）、および水産加工品

畜肉原料・加工食品、チーズ、乳製品、米穀、青果物など

※資産・事業リサイクル関連損益+175億円含む
製パン、飲料、調味料などの加工食品製造販売

既存コア 新規注力

2024年度
連結純利益

924億円

その他 216億円

141
億円

298億円

111
億円

158
億円

社会
価値

健康

安全性

おいしさ
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4 2. 事業環境とグループの強み・戦略

国内市場の
縮小

国内の
産業課題

食料安保への
対応

バイオ燃料
需要の台頭

海外市場の
需要拡大

食料需給
タイト化

1

事業環境

2

3 食嗜好の
多様化

Wellbeing
需要の増加

 複雑化する事業環境の中でも、安定的に成長しバラエティに富む食の需要を捉え、独自の強みを活かした成長戦略を推進していく

既存事業領域における規模感ある事業基盤

バイオテクノロジー、サステナビリティ対応力等、
食の質的向上ニーズを取り込む機能

国内外のパートナー・ネットワーク

当グループの強み

当グループの
戦略・方針

事業会社のステージに
応じた成長施策、
産業全体の

強靭化への貢献
（既存コア事業の強化・拡充）

1
「食×エネルギー」の

取り組み強化等を通じた
新たなプロフィット

プールの取り込み、及び
食料安保への貢献

（アグリソリューション等）

2
新たな

事業基盤の構築
（フード＆ウエルネス、

消費財等）

3
事業

ポートフォリオの
柔軟な組み替え

グローバリゼーションの後退  サプライチェーンの再構築 多元的に分散された事業ポートフォリオ

サステナビリティ
意識の高まり
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• バイオ資源事業への参画
• 農業周辺事業の強化・拡充を
通じた川上での成長取り込み

3. 事業ポートフォリオ戦略
 既存コア領域の事業基盤をてこに、食の量的拡大と質的向上ニーズの取り込みを図り、ポートフォリオをさらに強化・拡充していく

その他
農産物

アグリソリューション

畜産 水産
穀物・飼料

フェーズ

基礎食料 動物たんぱく 嗜好品

ベトナム
（4,100）

インドネシア
（4,800）

タイ
（7,000）

ブラジル
（10,400）

米国
（76,300）

日本
（34,000）

食の
嗜好変化

1人当たり
GDP目安と

重点取り組み国の
現在値（US$／人）

事業領域ごとの
戦略・方針 川

下

量的需要拡大 質的向上へのニーズ拡大

消費者嗜好の変化経済成長人口増大

川
中

川
上

領域ごとの
打ち手

• 国内事業の生産性改善・
付加価値領域の拡充

• 海外事業の強化・拡大

• 鮭鱒養殖事業の
規模拡大、生産性改善

• 加工・販売機能強化

• 優良素材の拡充
• 味づくり／商品設計力強化
• 消費財事業の拡充

新規注力領域

既存コア領域

フード&
ウエルネス
消費財

EU
（35,000）
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川中・下川上

4. 事業領域別の成長戦略（1／2）
 既存の事業基盤やノウハウを活用しつつ、川上～川下におけるオペレーショナルエクセレンスの研さん、規模のさらなる拡充を図る

鮭鱒養殖事業 磨く

事業環境 競争優位性
需給環境は中長期的にタイト化

• 限られた養殖適地
• 人口増／経済成長
• 健康志向／和食の広がり

世界トップクラスの事業基盤
（ノルウェー・チリを軸とした
世界4位規模の養殖生産）

事業環境 競争優位性

国内市場：成長鈍化・コスト増
海外市場：米国市場は

堅調に伸長

 伊藤ハム米久等を中心に、
国内において、強固な食肉
インテグレーション事業を展開

 海外の主要食肉生産国に
おけるプレゼンス

畜産事業 磨く

10万㌧1万㌧

チリ

取り扱い数量イメージ
2030年断面イメージ

川中・下
加工 販売

川上
生産 処理

国
内

海
外

既存事業基盤（畜産インテグレーション）
国内事業で
培ったノウハウを
てこに海外事業を

強化

打ち手

付加価値加工 販売育種・飼料 稚魚生産・海面養殖・1次加工

打ち手

9万㌧→
10万㌧

• 国内各社の生産性改善、原価低減、商品群の拡充および
付加価値化等を通じた、さらなる磨き込みによる収益力向上

• 国内で構築したインテグレーション事業のノウハウをてこに、海外での
処理・加工事業を強化し、伸長する海外需要の取り込みを推進

• 病害対策をはじめとした生産性向上
• ノルウェー海面養殖事業の自律的拡大やM&Aを通じて、
量的拡大を推進

• 付加価値品等の加工分野を強化することにより、
市況耐性を具備したサプライチェーンの強靭化を企図

ノルウェーカナダ

ANZCO Foods
（ニュージーランド）

Indiana Packers
（米国）

Asian Best Chicken
（タイ）
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農業コンサルティング

穀物集荷・トレード

ファイナンス機能の提供

4. 事業領域別の成長戦略（2／2）
穀物・アグリソリューション事業

穀物の世界的需要は今後さらに拡大
•（人口増＋脱炭素社会実現に向けたバイオ燃料需要増）

供給網再構築／安定調達の重要性の高まり
世界需要増の過半を米国・ブラジルが供給、特にブラジルは拡大余地あり

調達から加⼯・販売までを⼀貫して⾏う強固なサプライチェーン
食品産業グループ企業の需要をベースとした規模の経済によるコスト競争⼒
地球環境エネルギーグループが保有するバイオ燃料の川下事業
 ブラジルにおいては、Agrex do Brasil（AGB）が農業資材の販売と
穀物集荷を一体化させた参入障壁の高いビジネスモデルを構築

事業環境 競争優位性

ブラジル
穀物集荷・トレード
搾油・精油

米国
穀物集荷・トレード
搾油・精油

でんぷん・異性化糖
製粉

エタノール

• SAF等のバイオ資源
バリューチェーンの構築

• 世界的穀物メジャーの1社
• 最大級の農産物事業会社
• 米国・ブラジル等にて
特に盤石な事業基盤

MCSVの創出

三菱商事とADM社の知見・事業基盤を活かし、食料の安定調達力強化、バイオ資源
バリューチェーン構築による脱炭素化への貢献について、両立的な解決に取り組む

ADM社との戦略的業務提携打ち手
1

創る

AGBにおいて、既存の強みである農業資材販売事業につながる農業資材の製造事業
の拡充、隣接地域へのエリア的拡大により、ブラジル農業セクターの成長を取り込む

ブラジル穀物事業における隣接領域へのチャレンジ打ち手
2

磨く

協業検討エリアの一例

ADM社：地域プレゼンス

生産
計画

農家
穀物
販売

収穫
作付け

種子
販売

肥料・
農薬
販売 農業資材の

製造・販売

重点注力
分野
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4 5. 2030年度に向けたポートフォリオ・定量計画イメージ
 既存コア領域でのオーガニック成長はもちろん、M&Aなどのインオーガニックの打ち手も講じ、収益力を1,000億円のステージへ押し上げる

2030年度に向けた定量計画 2030年度に目指す収益ポートフォリオ

既存コア既存コア

新規
注力

2024年度 2030年度

既存コア

新規注力

穀物・飼料事業、畜産事業、水産事業

アグリソリューション事業、フード＆ウエルネス・消費財関連事業

514

410

924

※資産・事業リサイクル関連損益

イン
オーガニック
グロース

オーガニック
グロース

2030年度に向けた定量計画

2030年度2027年度2024年度

966

連結
純利益

営業収益
キャッシュフロー

（億円）

1,000

※


